
“プロセス理論・サービス利用計画（プログラム活動の流れ図）”

利用者本人への働きかけ家族への働きかけ 地域（社会）への働きかけ

家族への丁寧な説明とニーズ

の確認

本人がGH等で生活する様子を

みてもらう

移行先地域資源を整備・開発

する

家族会等，家族が意見交換でき

る機会の確保

地域住民の一員としての生活を

サポート

地域移行後の生活を

フォローアップ

地域移行に関するニーズの

確認

地域生活に必要な資源の調整

地域生活の体験機会の提供と

アセスメント
家族への安心感の提供

移行先地域資源を

アセスメント

移行先地域資源との

協力関係構築

移行先地域資源の

フォローアップ

地域移行に向けての準備支援



“プロセス理論・組織計画（プログラム活動の基盤・実施体制）”

地域の生活拠点（グループホーム等）

地域移行支援を支える仕組み（相談支援事業所，グループホームを支えるセンター機能等）

入所施設

【機能】地域移行に向けての準備支援/体験支援，

地域生活に必要な資源調整，フォローアップ支援，

ご家族支援 など

地域移行・地域定着支援の流れ

【機能】地域生活の体験支援，必要な資

源調整，地域生活支援（移行後の支

援） など

基盤となる理念・信念・価値と必要な知識・スキルを身に着ける機会

【機能】関係者が情報共有・交換できる会議の設定，地域移行後の利用者の生活をモニタリング，関係者への地域資源の情報提供，当該地域の福祉計画作成への関与 など

【理念・信念・価値】組織/支援者個人としての価値

【知識・スキルの向上機会】研修，スーパービジョン/コンサルテーション など



“効果的援助要素”







“プログラムの有効性の検証（予定）”

アウトカム（成果）の

到達度

プログラム（効果的

援助要素）の実施度

プロセス理論に基づく

フィデリティ尺度

インパクト理論に基づく

アウトカムの調査票



“効果的援助要素と成果の分析（※スライドは別事例です）”

1年間の就職者数 6か月までの定着者数 1年までの定着者数 2年までの定着者数

総合（そうごう） .449** .446** .419** .282**

A1 .207** .188** .208**

A2 .204** .264** .305** .239**

A3 .274** .240** .281** .219**

B1 .424** .386** .384** .317**

B2 .281** .182** .223** .202**

B3 .345** .336** .371** .262**

C1 .325** .304** .254** .237**

C2 .219** .238** .273** .234**

C3 .363** .365** .356** .235**

D1 .183** .235** .216**

D2 .383** .334** .331**

D3 .317** .225** .266**

E1 .257** .302** .214** .144*

E2 .294** .283** .269** .232**



“報告の内容”

• なぜ，地域移行・地域生活なのか

•全国の素晴らしい実践（Good Practices事例）の経験から

•効果的な支援モデルの提案

•まとめ（研究の今後と自立支援協議会に期待したいこと）



“研究の今後”

•今回の研究では，入所施設で行う丁寧な支援モデルを開発した。

•今後の研究では，地域からアウトリーチで行う地域移行・地域生活支援のモ

デル開発に取組む（予定）。

入所施設で行

う丁寧な地域

移行支援

相談支援事業所や入所施

設ではない支援機関による

地域移行・地域生活支援



“地域自立支援協議会の機能”

情報機能 • 困難事例や地域の現状・課題等の情報共有と情報発信

調整機能
• 地域の関係機関によるネットワーク構築

• 困難事例への対応のあり方に対する協議，調整

開発機能 • 地域の社会資源の開発，改善

教育機能 • 構成員の資質向上の場として活用

権利擁護機能 • 権利擁護に関する取組みを展開する

評価機能

• 中立・公平性を確保する観点から，委託相談支援事業者の運営評価

• サービス利用計画作成費対象者，重度包括支援事業者等の評価

• 市町村相談支援機能強化事業及び都道府県相談支援体制整備事業の活用



政府，企業 政策

制度外ニーズ
制度的対応
ニーズ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

プログラム

制度的普遍的実践

EBPを含む効果モデ

ルへ発展

EBPを含む

効果モデル

【出所】新藤（2017）を加筆

実施

遂行

様々な地域（社会）課題

に対して有効なプログラ

ムを生み出す取組みは，

地域自立支援協議会の

重要な機能！

政策化

先駆的実践

プログラミング
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